
帝人＜3401＞、富士フイルム傘下で再生医療製品開発のジャパン・テ
ィッシュ・エンジニアリング＜7774＞をTOBで子会社化

帝人は29日、再生医療製品の開発に取り組むジャパン・ティッシュ・エンジニアリングの子会社化を目
的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。バイオ医療領域の事業拡大が狙い。買付代金は
最大約216億円。ジャパン・ティッシュ株式の50.13％を持つ筆頭株主の富士フイルムは全株式をTOB
に応募する。ジャパン・ティッシュのジャスダック上場は維持される。同社はTOBに賛同している。

ジャパン・ティッシュ株の買付価格は1株につき820円で、TOB公表前日の終値644円に27.33％のプレ
ミアムを加えた。買付予定数の上限は所有割合64.98％にあたる2638万9900株。下限は富士フイルム
の保有分の50.13％で、TOBの成立は事実上確定している。買付期間は2月1日～3月2日。公開買付代
理人はSMBC日興証券。決済の開始日は3月9日。

ジャパン・ティッシュは眼科用医療機器メーカー大手のニデック（愛知県蒲郡市）を中心に再生医療ベ
ンチャーとして1999年に設立。生物から採取した細胞を用いて組織や臓器を人工的に作り出すティッ
シュ・エンジニアリングと呼ばれる医療技術の確立を目指している。2007年にジャスダックに上場。2
010年に富士フイルムホールディングス傘下の富士フイルムが同社の第三者割当増資を引き受け、筆頭
株主となっていた。現在第2位株主のニデックは10.41％を引き続き保有する。


